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お互いさまと
思いやりでつなぐ地域の絆

地域の様々な福祉課題を地域の皆さんと一緒に考え、保健 · 医療 · 福祉などの関係者、行政機関と
協力をしながら、「誰もがいつまでも住み慣れたまちで安心して暮らせるまちづくり」をめざす
公共性 · 公益性の高い民間の非営利団体です。社協とは社会福祉協議会の略称です。

社会福祉協議会とは

「第17回やさしさの
　　　つどい」開催

「第8回社会福祉大会」
障がい者福祉啓発事業 

社会福祉法人志免町社会福祉協議会法人化40周年記念

※詳しくは2～4ページをご覧ください。

（障がい者長崎打楽団　瑞宝太鼓演奏の様子）（障がい者長崎打楽団　瑞宝太鼓演奏の様子）

（一般のこどもたちも参加しました。うまくたたけたかな？）（一般のこどもたちも参加しました。うまくたたけたかな？）



法人化 40 周年記念
「第８回社会福祉大会」を開催

　志免町社会福祉協議会は、昭和 54 年に社会福祉法人として発足し、40 周年を迎えたことを記念し、「第８回社会福祉
大会」を開催しました。
　記念式典では、永年にわたり地域福祉に功績のあった個人９人、２団体に表彰状、また高額のご寄付をいただいた個人
１人、４団体に感謝状が贈呈されました。
　「40 周年のあゆみ」の報告では、法人化してからこれまでの取り組みや事業の紹介を行いました。
　式典を通して、多くの方々に支えられてきたことを改めて感じました。これからも地域福祉活動推進のため、皆さまと
共に邁進して行きたいと思います。

表 彰 ご者 紹の 介 社会福祉功労者 表彰

高額寄付者 感謝

大野　輝夫 様
　永年にわたり、見守り活動の体制確立や防災設備の整備、小学生の通学時の
見守りなどに尽力されました。

木屋　正和 様 　永年にわたり、ボランティアで沖縄三線の演奏活動を行われています。

水流　鉄子 様　 吉谷　千枝子 様 　永年にわたり、主任児童委員として地域福祉活動を行われています。

野上　順子 様 　永年にわたり、福祉推進委員として地域福祉活動を行われています。

故 吉松　秀則 様 　生前に多額のご寄付をいただきました。

赤城　孝子 様　 橋本　順子 様

米藤　榮二 様　 宮本　陽子 様
　永年にわたり民生委員として地域福祉活動を行われています。

シニアクラブ 倖会 様
　永年にわたり小学生の登下校の見守り、緑道沿いの花壇の花植整備、亀山 
古墳周辺の清掃を行われています。

演芸ボランティア 早川一座 様
　永年にわたり、演芸ボランティアとして高齢者施設などで慰問活動などを 
行われています。

株式会社まつだ 様
　永年にわたり、多額のご寄付をいただいてい
ます。

志免町文化協会 様　　
株式会社あおやぎ 様

医療法人社団 廣徳会 岡部病院 様

　永年にわたりご寄付をいただいています。
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第 17 回 障がい者福祉啓発事業
「やさしさのつどい」を開催

　11 月 24 日（日）に障がい児 · 者団体連絡協議会「こころのまど」、ボランティア連絡協議会、社会福祉協議会の３者
主催により「やさしさのつどい」を開催しました。
　この催しは、12 月３日～９日の「障害者週間」を記念し、「障がい」についての啓発事業として、毎年開催しています。
バリアフリーという言葉もかなり普及し、ハード面は改善が進んできていますが、人々の「障がい」に対する認識はまだ
不足している面が見られるため、こうした一人ひとりの心のバリアフリーを進めていく必要があります。今後も「障がい」
についての理解を拡げ、「障がいがあってもなくても、誰もが住みやすい志免町」を目指していきたいと思います。

　記念式典終了後、桃山学院大学の小野達也教授より「増進型地域福祉」をテーマとした講演をいただ
きました。現在、福祉に対するイメージはマイナスの要素も強いですが、本来福祉という言葉は「とび
きりの幸福」を意味しており、その時代、その社会で最も望ましい状態を指します。そのため、一般的
な生活を成り立たせるという部分を最終的な目標とせず、自身が望む最も良い状態を思い描き、そこに
向かって取り組んでいくことが必要ではないかといったお話がありました。
　福祉はマイナスからゼロではなく、マイナスからプラスにしていくものだと捉えること、また、その
状態になるためには、本人や家族だけでは限界もあるため、地域、団体、企業等、多くの人や機関が横
につながり、それぞれが出来ることを出来る範囲で行っていくことが重要であると感じました。
　特別な人だけが得られる限られた幸せにするのではなく、みんなが享受することができる幸せに変え
ていけるよう、今後も皆様のご理解、ご協力をよろしくお願いいたします。

幸福を生み出す福祉活動
� ～増進型地域福祉とは何か～

講師：桃山学院大学社会学部社会福祉学科�

� 教授　小野　達也 氏

記念講演

ふくし体験

　車いす、アイマ
スク、手話、点字
の 4 つの体験コー
ナーを設けて、多
くの方に参加いた
だきました。

「志免瞳の会」の寸劇

　３つの寸劇を通
して、視覚に障が
いがある方への接
し方などについて
紹介しました。
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移動動物園

　ウサギなどの動
物との触れ合いに
加え、ポニーの乗
馬体験も多くの子
どもたちが楽しん
でいました。

みらいくん秋のお話会

　みらいこども劇
場の皆さんに絵本
の読み聞かせと手
遊びを行ってもら
い、子どもたちが
楽しそうに参加さ
れていました。

介護ロボット展示 · 体験

　介護現場で使用
されている移乗サ
ポートロボットや
コミュニケーショ
ンロボットの体験
などを行い、皆さ
ん興味深そうに体
験をされていまし
た。

ものづくり体験

　王子八幡の老人
クラブ新生会の皆
さ ん に よ る 牛 乳
パックを使った万
華鏡作りを行いま
した。多くの子ど
も達が万華鏡作り
を楽しんでいまし
た。

画廊 -kokoro-

　「こころのまど」
各団体の方が作っ
た、絵や川柳など
の作品を展示しま
した。

ハートフルバザー（障がい者施設 · 団体バザー）

　７つの障がい者
施設や団体に出店
いただき、さまざ
まな授産品などを
販売していただき
ました。

会長新春のあいさつ 社会福祉法人　志免町社会福祉協議会
会 長　川﨑　輝昌

　新年あけましておめでとうございます。
　令和の初春、皆様には希望に満ちた新年をお迎えのことと、心よりお慶びを申し上げます。また、日頃より、志
免町社会福祉協議会の活動に対し、ご理解とご協力を賜り、心より感謝申し上げます。
　さて近年では、少子高齢化の進行と合わせ、福祉を取り巻く環境も大きく変化し、課題も多様化しています。 
そうした新たな時代の中、地域に根付いた社会福祉への対応が求められています。「住み慣れた地域で、家族や友人
と共に過ごしたい」これは全ての人々の共通の願いです。そのためには、地域で共に暮らし支え合う社会福祉への
取り組みが必要であり、行政機関の皆様をはじめボランティア、医療、福祉、保健などの関係者の皆様、住民の皆
様と連携した地域づくりが不可欠となります。
　本年も「お互いさまと思いやりでつなぐ地域の絆」のスローガンのもと、職員一同、 
一人ひとりが安心して暮らせる志免町の実現に向け、注力してまいりますので、今後共ご
指導、ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。
　結びになりますが、皆様方のご健康とご多幸をご祈念申し上げ、新年のご挨拶とさせて
いただきます。
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★
賛
助
会
の
ご
加
入
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

令
和
元
年
十
月
一
日
か
ら
令
和
元
年
十
一
月
三
十
日
ま
で
の
賛
助
会
加
入
者
の
方
で
す
。

複
数
口
ご
加
入
頂
い
た
方
に
つ
い
て
は
、氏
名
の
左
側
に
口
数
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
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合
計
　
　
　
七
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件
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四
三
万
三
千
円
　
敬
称
略
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賛助会員特典

· 車いす無料貸出
　（通常 1台  １ヵ月の貸出⇒３ヵ月）　

· チャイルドシート貸出
　（通常 1台  ３ヵ月の貸出 ⇒ 2台  ６ヵ月）

※今後も加入をよろしくお願いいたします。

　

11
月
３
日
（
日
）
秋
の
栄
養
展
に
、
食
生
活
改

善
推
進
会
で
秋
を
味
わ
う
香
味
弁
当
を
２
０
０
食

作
り
販
売
し
ま
し
た
。
メ
ニ
ュ
ー
は
、
主
菜·

サ
バ

の
ミ
ル
ク
み
そ
煮
、
副
菜·

エ
リ
ン
ギ
と
に
ん
じ
ん

·

こ
ん
に
ゃ
く
の
金
平·

か
ぼ
ち
ゃ
サ
ラ
ダ·

キ
ャ

ベ
ツ
の
ゆ
ず
マ
リ
ネ
で
す
。

　
推
進
委
員
と
地
域
教
室
の
皆
さ
ん
と
の
共
同
で
、

メ
ニ
ュ
ー
決
め
か
ら
リ
ハ
ー
サ
ル
を
重
ね
、
当
日

は
朝
７
時
半
か
ら
頑
張
り
ま
し
た
。
同
時
に
、
８

月
に
仕
込
ん
だ
手
作
り
み
そ
も
１
５
０
㎏
販
売
し

完
売
し
ま
し
た
。
毎
年
、
好
評
で
「
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
」
と
の
声
も
聞
か
れ
、
朝
早
く
か
ら
大

変
で
し
た
が
、
作
り
甲
斐
が
あ
り
ま
し
た
。

　

食
生
活
改
善
推
進
会
で
は
、
生
活
習
慣
病
予
防

は
、
毎
日
の
食
生
活
か
ら
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
日
々

学
習
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
減
塩
を
工
夫
す
る
事
へ
の
参
考
に
と
、

減
塩
み
そ
汁
を
作
り
、
試
飲
し
て
も
ら
い
、
良
く

だ
し
を
取
り
、
具
材
の
旨
味
を
活
か
す
事
で
、
６
％

位
の
み
そ
の
量
で
お
い
し
く
頂
け
る
事
を
説
明
し

ま
し
た
。
１
ｇ
の
塩
分
が
含
ま
れ
る
大
き
さ
の
量

の
食
材
・
肉
・
魚
・
野
菜
・
他
の
サ
ン
プ
ル
品
を

展
示
し
、
ま
た
野
菜
１
日
摂
取
３
５
０
ｇ
の
見
本

を
作
り
み
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
、
関
心
を
示
さ
れ
、
意
外
に
も
う
す
味

み
そ
汁
で
も
お
い
し
い
と
言
わ
れ
、
子
ど
も
連
れ

の
お
母
さ
ん
方
に
も
質
問
さ
れ
る
事
も
多
く
、
大

変
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
多
く
の
方
々
、
若
い
方
へ
と
伝
達

で
き
た
ら
と
思
い
ま
す
。

�

（
食
生
活
改
善
推
進
会　
Ｋ
・
Ｕ
）

　社協だより 11 月号につきまして、13 ページ
に掲載しました、賛助会員名簿の記事において、
一部間違いがありましたので、お詫びと訂正を
させていただきます。

　　サンリアン誤

　　サンリヤン正

ひ
と
こ
と

　10 月８日（火）シーメイト倶楽
部様から、チャリティーフリーマー
ケットの出店料（平成 31 年４月～
令和元年８月）を佐賀県豪雨災害義
援金としてご寄付いただきました。
　寄付金は、佐賀県共同募金会から
佐賀県へ送金し、佐賀県が設置する
義援金配分委員会を通じて、市町村
から被災された方々に配分されます。

　志免町在住の方より、匿
名でお米のご寄付をいただ
きました。当会では、様々
な理由により、食料の確保
が難しい方へ食料品などを
提供する「臨時食料品等給
付・貸出事業」を行ってお
り、ご寄付で頂いたお米を
使用させていただきます。

ありがとうございました。寄 付 の ご 報 告

　志免町子どもの権利条例「子ども実行委員」が、11 月３日（日）
に行われた志免町 80 周年記念行事・商工まつりに出店し、その売
上金 80,700 円を社会福祉協議会を通じて、「令和元年台風第 15
号千葉県災害義援金」として寄付してくださいました。
　「子ども実行委員」は、子どもたち自身が参画し、自ら企画・運
営する子どもの権利イベントとして、出店による啓発やこどもの
権利かるた大会を開催されています。
　今回の出店の売上金も、被災地に寄付して、復興に役立ててほ
しいと子どもたち自身が話し合って決められました。「子ども実行
委員」の皆さん、ありがとうございました。

子ども実行委員が、イベント出店売上金を被災地に寄付
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　今回は志免町ボランティア連絡協議会に新しく入られたボランティアの岡 晴美さんにお話を聞きました。
　岡さんは、ハートフルコーナー㏌しめの販売担当専門ボランティア及びテープの会あじさいに所属して活動を行っ
ていらっしゃいます。

❶ ボランティアをされたきっかけは何ですか？
　去年の１月に開催されたボランティア入門講座を受けて、ボランティアをしたことがなかっ
た自分にもできそうな、ハートフルコーナー㏌しめのボランティアを始めました。ボランティ
アをする中で、テープの会あじさいのボランティアの方からお誘いを受けて、６月からテー
プの会あじさいにも入会し活動が増えています。

❷ ボランティアの具体的な活動内容は何ですか？
　ハートフルコーナー㏌しめでは障がい者の方が作られた商品の販売を、テープの会あじさ
いでは視覚障がいのある方へ広報誌などを朗読してテープに吹き込んでいます。

❸ これからどのようにボランティア活動をしていきたいですか？
　やり始めたばかりなので、慣れてきたら活動を増やしていきたいと思います。

　岡さんは、ボランティアを始めて、先輩ボランティアさんとの会
話が良い刺激になっているそうです。『ご興味のある方には、気軽
に参加してほしい。』と話されていました。

� （インタビュアー：中山）

岡 晴美 さん

ボランティアやボランティア連絡協議会

に関するお問い合わせは

志免町社会福祉協議会（TEL　937-3011）まで
ハートフルコーナー㏌しめ販売の様子

おもいっきり ボランティアしめ

シーメイトで「餅つき大会」を開催しました！

　12 月３日（火）、株式会社アルシスホーム様のご厚意により、今年も「餅つき大会」がシーメイトで行われました。
　シーメイト館内にあるデイサービス「輝き」（高齢者）「青空」（身体障がい者）「太陽」（知的障がい者）が参加しています。
　株式会社アルシスホームの皆さんは、社会貢献活動の一環として 16 年前から町内の福祉施設などで、餅つきを行わ
れています。厳しい寒さの中、前日から準備を始めて当日も朝から総出で、もち米などの準備をされていました。参
加された利用者の方々は、普段はなかなか体験できない、昔ながらの臼や杵を使って餅をついたり、つきたてのお餅
を丸めるなど、楽しいひと時を過ごすことができました。
　株式会社アルシスホームの皆さん、本当にありがとうございました。
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　南里二町内会では「ここが、ふるさと」をテーマに、子どもから高齢者
までみんなが楽しいと思える町をめざして活動されています。
　今回の元気に楽しもう会はカラオケで、福祉推進委員さんが作られた替
え歌「志免町の春」をみんなで歌って、会が始まりました。替え歌には宇
美川、桜、仮屋橋など、志免町を感じる言葉が満載です。

今回は２つの町内会の取り組みを紹介します。

シリーズ 志免町の居場所紹介⑨志免町の居場所紹介⑨

活動概要
主催者 南里二町内会　福祉部

会　場
南里二公民館

（志免町南里 6-13-7）
他、仮屋広場

日　時
第２・４土曜日
13 時 ～ 15 時

内　容
カラオケ
グラウンドゴルフ

参加費 無料

対象者
南里二町内会に
お住まいの方

●�元気に楽しもう会で友達ができました。カラオケはもちろん、
友達に会えるのも楽しみです。

●�認知症予防のため、できるだけ外に出るようにしています。
サロンやうきうきルームもあるので、週１回は公民館に来て
います。皆さんに会うことが元気のもとになっています。

参加者の声

　みんなの居場所「いこうや」では、食事や工作を通して、子どもも大人もみんなで遊んで学んで笑顔で過ごす
居場所活動を行っています。「いこうや」の活動を他の地域にも広めるために「出張いこうや」が 11 月 16 日（土）
に南里一町内会で開催されました。志免中学校の土曜授業ともコラボし、南里一町内会に住む中学一年生が公民
館周辺の清掃活動だけでなく、出張いこうやのお手伝いもしてくれました。

みんなの居場所「いこうや」・南里一町内会・志免中学校のコラボ
「出張いこうや」が開催されました！

南里二町内会　元気に楽しもう会
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〜社協事業案内・募集〜
福祉ボランティア入門講座を開催します！

　ボランティアに興味はあるけど一歩が出ない！そんな方を対象に、ボランティアに行く前に、知っておきたいボ
ランティアの基本の話や、アイマスク体験や車イス体験をおこないます。ボランティアの先輩の経験談もお聞きで
きます。この機会に一歩踏み出してみませんか？

• 日　　時　　令和２年１月 22 日（水） 10 時 ～ 12 時
• 場　　所　　総合福祉施設シーメイト ２階 工芸室
• 内　　容　　講話「ボランティアの基本」、アイマスク・車いす体験など
• 対 象 者　　志免町在住・在勤の方
• 定　　員　　30 人
• 参 加 費　　無料
• 申込締切　　１月 10 日（金）

　本講座を受講後、希望される方には活動紹介をしたボランティア団体やハートフルコーナー in しめの活動体験の
案内をします。ぜひお気軽にご参加ください。

昨年のボランティア入門講座の様子

第５回 不登校・ひきこもり家族交流会を開催します。
ご家族の不登校やひきこもりでお悩みの方々へ

　ご家族の不登校やひきこもりについて、誰にも相談できずに不安や悩みを抱えていませんか？
　同じ立場だからこそ話せることがあります。ぜひご参加ください。

○ 日　時　　令和２年１月 11 日（土）　12 時 30 分～ 16 時 30 分
		  　＊12 時 30 分にシーメイトに集合し車で筑後市社会福祉協議会に向かいます。

○ 場　所　　筑後市社会福祉協議会（筑後市大字野町 680-1）

○ 内　容　　筑後市不登校・ひきこもり家族交流会「サルビアの会」との交流

家族交流会の詳細はホームページをご覧ください。
まずはお問い合わせをお待ちしています。

参加費無料
定員 10 名
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広
告

もの忘れが気になる方
認知症予防始めませんか？

社会医療法人  栄光会
脳若トレーニング

かんたんアイパッドを
使って脳を活性化！ 理学療法士による運動

u 毎週 木曜日（月４回）13:30 ～ 15:00
u 月額 3,300 円（1 回 1,100 円も可）

u �医療介護施設かめやま（志免西小学校となり） 
糟屋郡志免町別府二丁目 2-1　TEL092-935-0148（石元）

＋

〜助成金交付団体募集〜
ボランティア団体・福祉団体の活動を支援します !!

　志免町におけるボランティア活動や地域福祉活動を行う団体や連絡会に対し、その活動を支
援するため助成金を交付します。（書類審査、必要に応じてヒアリングを行い、令和 2 年 6 月
に助成金を交付予定です。）
　詳しい募集要項や申請用紙は、社会福祉協議会窓口やホームページに掲載しています。
　関心のある方は、社会福祉協議会までお問い合わせください。

【対象団体】

１ 高齢者、障がい児・者、児童などの福祉向上のために全町単位の活動をしているボランティア団体
２ �高齢者、障がい児・者、児童などの福祉向上のために全町単位の活動をしている当事者団体、または当事者の 

家族団体
３ �ボランティア団体、あるいは当事者団体、当事者の家族団体等、複数の団体がネットワーク化を図り、地域の 

さまざまな福祉ニーズに対応することを目的とした連絡会
※ その他に団体として、必要な要件を満たす必要があります。詳しくは、募集要綱をご確認ください。

【助成対象事業】

　令和３年３月 31 日までに実施する事業・活動で、以下の事業に関わる経費に助成を行います。
　募集締切　令和２年２月 12 日（水）必着

助成対象事業 助成対象事業詳細 金額

団体活動運営費

ボランティア団体、または当事者団体、当事者の家族団体が継
続して活動を行うために必要な運営費。ただし、団体活動運営
費上限を超えない場合、団体研修事業、イベント事業、備品購
入にかかる費用も併せて申請できます。

最大 10 万円／年

団体研修事業費 ボランティア団体、または当事者団体、当事者の家族団体が会
の資質向上を目的として行う研修。ただし、１年度１回のみ。 最大５万円／年

イベント事業費
ボランティア団体、または当事者団体、当事者の家族団体が不
特定多数の町民の利益に繋がるとして実施する講座やイベント
などの事業費。ただし、１年度１回のみ。

最大 10 万円／年

備品購入費 団体活動運営費の助成を受けている団体に限り、継続して活動
を行うために必要な備品の購入費。 最大 10 万円／年

地域連携活動支援事業費 連絡会化を図った団体が、活動を行うために必要な運営費およ
び事業費。 最大 10 万円／年
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地域の皆様と共に、人と人とのつながりを大切に

若杉会館　志免中央 4-4-27（志免町役場そば）

家族葬から社葬まで TEL: 936-830024H 対応

無
料
相
談
の
お
知
ら
せ

交通事故相談（第１・３水曜日）	 1/15・29　2/5・19

福祉相談（月～金曜日　8:30～17:00）

法律相談（第２・４木曜日）	 1/9・23　2/13・27

10時～12時▶司法書士

10時～12時▶元福岡市交通事故相談員

13時～15時▶弁護士
※事前予約制です。※町内在住の方を優先します。

※前日までの完全予約制です。
※1/1は元日のため、第３・５水曜日となっています。

ボランティア・福祉などに関する相談に応じています。
事前に下記の番号に電話予約されることをお勧めします。

広
告

〒811-2202 福岡県糟屋郡志免町大字志免451-1 総合福祉施設「シーメイト」内
TEL：092-937-3011　FAX：092-936-9067　
ホームページ： http://www.shime-shakyo.or.jp
Facebook： http://www.facebook.com/913714585385290
※この社協だよりは、共同募金の配分金によって作成されたものです。

志免町社会福祉協議会

ホームページ Facebook

わたしのまちのふくし活動
～坂瀬町内会 「ふれあい・いきいきサロン」～

　11月26日（火）坂瀬町内会の「ふれあい・いきいきサロン」にお邪魔しました。
　「ふれあい・いきいきサロン」は、70歳以上の方を対象に開催されており、今月はクリスマスリース
作りでした。材料を見てびっくり！松ぼっくりや、多種多様の飾り物がたくさん用意してありました。
「貝殻に似ているけど、これは何ですか？」と聞いてまたびっくり。「全部マカロニです。スプレーで
金、銀に色付けしました。」とのこと。若い役員さんがインターネットで調べ、町内会長さん、役員さん

達で2週間かけて準備されたそうです。1時間ほどかけて個性豊かなクリス
マスリースが出来ました。
　その後、お茶会となり、今月87歳になられた方を祝って皆でハッピーバー
スデイを歌いました。はにかみながらろうそくを消される姿がとても可愛
らしかったです。「いきいき・サロン」を通じて、高齢者に対する役員さん達
の温かい絆を感じました。 （広報部：吉村、堤）

参加者の
方が作ら

れた

クリスマス
リース


